



積がみられた．FDG-PET の SUVmax 値と肺病変の活動性
を示す HRCT スコアとの相関性ついて，片肺ずつ検討し
たところ，両者の間には有意な正の相関関係がみられた（r
＝ 0.565，p＜0.0001）．また，肺野の SUV 値（左右肺の合
計）と KL-6 値で有意な正の相関がみられた．次に筋病変
の評価における FDG-PET の有用性について検討した．
MRI で筋炎がみられた 16 例のうちの 14 例（88％）で，
筋炎部位に FDG-PET による集積がみられた．また，MRI
で筋炎所見がみられなかったが，FDG-PET で筋に集積が
































































評価した．【結　果】 15-LOx は 3 価鉄イオンを活性中心
に有し，多価不飽和脂肪酸への酸素付加を触媒する酵素で
ある．リノール酸を基質として，15-LOx による 13-HpODE
産生への多硫化水素の影響を調べたところ，酵素反応の阻
害は認められなかった．また，嫌気下では，リノール酸と
15-LOx との反応により脂質アリルラジカルが産生するが，
多硫化水素はラジカルスカベンジ効果を示さなかった．さ
らには，多硫化水素による 13-HpODE の還元反応もまた
認められなかった．【考察と結語】 多硫化水素は，フェ
ロトーシス誘導の重要な要素である“脂質過酸化物の蓄積”
を阻害しないことが明らかとなった．一方，フェロトーシ
ス誘導は，Fe2+╱Fe3+ 比の上昇を伴うことが示されており，
多硫化水素は過酸化水素同様，還元剤としても酸化剤とし
ても作用し得ることから，Fe2+╱Fe3+ のレドックスバラン
スに対して作用している可能性が考えられた．今後，
Fe2+╱Fe3+ 比への多硫化水素の影響について検討を進める
予定である．
